
番外編 
 旅では避けて通れない事がいくつかある。 

 それは旅の煩わしさでもあり楽しみでもある。 

今回の旅では『荷物』と『お土産』と『ラウンジ』について考えてみたい。 

§荷物§ 

 旅には日帰りからロングスティのような⾧期に渡るものまでいくつかのスタイルがある。 

これまでに日帰りの旅から⾧期に渡るロングスティまでいろいろな旅のスタイルを経験した。 

国内では２泊３日海外では１週間くらいの旅が多い。 

通常、２泊３日の旅では預入荷物はない。 

機内持込サイズの荷物が一個である。 

今回の旅は５泊６日であるが、途中で３日間の船旅があるので多めの荷物になった。 

それでも中型キャリアケース一個である。右側が私の荷物で左側が妻の荷物である。 

重さは約１３Ｋｇである。帰りの土産用スペースは十分に確保されている。 

これが大人２人で３日間の船旅を含んだ５泊６日の海外旅行の荷物である。 

 
このようにコンパク化なるまでには、⾧年の旅行経験による積み重ねもあるが LCC（格安航空会社）

を良く利用することが大きい。 

最近はＬＣＣも有名になったが、私たちは１０年前くらいからインド国内やマレーシア国内ではＬＣ

Ｃを利用してきた。 

ご存知のようにＬＣＣでは預入荷物は有償で金額も高い。 

自然と飛行機を利用する旅では、荷物をコンパクトにする習慣がついている。 

今回は珍しくＡＮＡである。 

息子がダイヤモンド会員の関係で妻はＡＮＡ上級会員（ＳＦＣ）になっている。 

今回は２３Ｋｇの荷物一個と３２Ｋｇ荷物を３個まで預ける事ができる。 

しかし…１３Ｋｇの荷物が一個 !! 

 

ＬＣＣ慣れとは恐ろしいものである。 



§お土産§ 

 旅の楽しみの一つにお土産がある。 

もらう方も楽しいが渡す方も楽しい。 

下の写真をよ～～く見てほしい。 

 

右は今回の旅でマカオのセナド広場の近くの骨董品店で手に入れたモノである。 

骨董品店の奥に飾ってあった。 

最初に目を付けたのは妻である。 

店内が薄暗く遠目には私にも骨董品にみえた。 

しかし、手元で見ると明らかに工場で大量生産されたお土産品である。 

店の店員もオーナーらしき人も盛んに「Handmade！Handmade！」と言う。 

私は骨董品が好きで国内の骨董市にも行く。 

先月も京都東寺の終い弘法に行ってきたばかりである。 

住まいも瀬戸焼や美濃焼の産地に近く良質の焼き物に触れる機会が多い。 

堀りは精巧であるが手彫り感が全く感じられない。 

絵は描いたものではなく転写（貼付け）である。 

いくらマカオでもこれだけの大きさのモノが１万以下で買えるわけがない。 

店の人に工場の大量生産品であることを説明した。 

それでも、盛んに「Handmade！Handmade！」と言う。 

妻はきれいで気に入っているらしい。 

工場の大量生産土産品であることを知ったうえで、言い値で購入した。 

これも旅の楽しみである。 

 

今ではリビングボードの上で手作りの色鍋島焼と仲良く並んでいる。 



§ラウンジ§ 

香港空港にはスターアライアンスのビジネスラウンジは 3 つある。 

ユナイテッド航空、シンガポール航空、そしてタイ航空のラウンジである。 

シンガポール航空シルバークリスラウンジ 

 
国審査を抜けて最も近い 15 番ゲート付近にある。（ＡＮＡ搭乗口からは遠いので注意する。） 

ビジネス機能と洗練された豪華さを兼ね備えたラウンジである。 

麺類の注文やバーの併設で飲食では一番、充実している。 

タイ航空ロイヤルオーキッドラウンジ 

 
３５番ゲート付近のエスカレーターで上がったラウンジフロアにある。 

カラフルで解放感があり南洋の雰囲気が感じられる。 

タイ独特の焼きそばやお菓子が提供されている。 

ユナイテッド航空ユナイテッドクラブ 

 
タイ航空ロイヤルオーキッドラウンジと同じラウンジフロアにある。 

成田空港やホノルル空港に比べてしゃれたデザインで広く開放感ありゆったりと過ごせる。 

食事や飲み物の種類も多くシャワールームもある。 


